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大

企

業

It

於

け

る

兼

業

の

發

氣

賀

勘

重

.
產
粱
上
に
於
け
る
分
業
の
利
益
は
世
人
の
普
く
認

0
る
所
、而
し
て
此
利
益
舣
一
方
に
於

y

 

同

一
經
營
の
下
に
從
事
す
る
勞
儆
者
の

間

U

钹
雜
な
る
作
業
上
の

分

檐
郎
ち

所

if
技
術
的

.分 

業
を
惹
起
せ
し
む
る
と
同
滕
に
、
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他
の
一
方
に
於
て
從
來
同

一

企
業
の
下
に
行
は
れ
杧
る
生 

產
作
業
の
遂
行
を
幾

.多
の
獨
立
せ
る
企
業
の
間
に
分
檐
せ
し
む
る
所
®
職
業
の
分
岐
を
生
卞 

る
に
至
ら
し
ひ
？
の
あ
る
は
經
濟
現
象
に
注
意
す
る
者
の
等
し
く
認
知
す
る
所
な
み
ノ
。
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產
經
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段
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花
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せ
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き
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合
名
少
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i

せ
f-
。
從
て

1

業
の
方
法
は
種 

種
雜
多
な

6

と
雖
<
何
れ
に
し
て
气
產
業
の
分
化
的
發
達
と
正
反
對
の
方
針
に
向
つ
て
一
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進
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諸
業
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狀
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せ
る
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強
に
半
製
品
の
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大
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「
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ス
ト

」

其
他
の
合
同
企
業
に
多
く
之
を

見
る
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以
て
其
特
生
を
寐
ふ 

に
足
る
可
し
？ 

.

要
す
る
に
最
：近
に
於
け
る
兼
業
的
の
大

'
,企
_業
は
一
見
多
年
來
の
分
化
的
大
勢
に
反
#
せ
る 

«

古
的
傾
向
を
示
せ
る

$

の
な
る
が
如
き

$
、事
實
は
芷

u

之
に
反
し
、分
化
分
業
の
發
達
其
極 

に
達
し
、其

實

益

旣

に

實

現

し

盡

3
れ
杧
る
其
後
忙
於
て
、更
に
其
上
に
經
濟
上
.の
利
益
を
進
あ 

ん

r
爲
に
趄
れ
る
の
企
業
組
織
に
外
な
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
分
化
的

.發

.達

の

上

に

更

に

一

段 

を
進
め

^

る
發
達
上
の
現
象
な

i

從
て
其
發
生
發
達
の
根
本
の
原
因
は
從
來
に
於
て
產
業 

ゆ
分
化
と
大
經
營
の
發
達
と
を
進
め
^
る
原
因
と
等
し
く
生
產
上
の
利
龛
诞
に
之
に
伴
ふ
企 

業
家
の
經
濟
上
の
利
益
に
外

.な
ら

ざ

る
な

6
。

|

ニ元
來
營
業
の
自
由
を
原
則
と
せ
る
當
令
の
社
會
に

.於
て
は
產
.業
の
尊
門
的
分
化
名
將
杧
叉 

兼
業
の
發
達

S

企
業
家
先
づ
其
利
益
を
！

|

め
て
之
を
實
行
す

る

に
非
莩
れ
ば
決
し
て
其
步
を 

進
む
る

^p

の
に
非
少
。
最
近
に
於
て
兼
業
の
上

*

の
如
く
發
達
す
る
に
至
'れ
る
名
畢
竟
幾
多 

の
企
業
家
の

.先
づ
其
利
益
を
認
め
て
之
を
實
行
せ
る
に
出
で

^

る
な
ヶ
。
果
し
て
然
ら
ば
企

.

大
企
業
に
於
け
る
敏
業
の
發
逡
.
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ず
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を
得
可
し
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,換
言
す
れ
ば
生
産
費

.に
：關
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で
原
料
の
供
：齡
を
他
_に
仰
ぐ
尊
巧
的 

.
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厂
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安
全
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確
な
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つ
る
を
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き
な
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ば
鋼

■

の
.市 

價
騰
貴
せ
次
る
に
魏
鐵
の
市
價
唯
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賫
せ
る
場
合
に
於
て

I

然
f

製
鋼
事
業
は
多
大 

;v
の
因
難
に
遭
遇
す
可
き
？
、採
鑛
冶
金
の
事
業

I

營
せ
る
製
鋼

.業
：建
一
爲
に
何
等
の
影
響 
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蒙
ら
次
る
可
き
於
如
し
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論
之
と
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對
に
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料
俜
格
獨
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落
し
て
精
製
品
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る
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精
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危
險
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落
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損
益
す
る
所
な
く
蒹
燊
は
畢
凳
營 

業
上
の
危
險
に
對
す
る

j

種
の
保
險
に
過
ぎ
次
る
於
如
し
と
雖
：炎
填
益
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險
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